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政
府
・
日
本
銀
行
の
共
同
声
明
と
し
て
平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日
付
で
公
表
さ
れ
た
「
デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
的
な
経
済

成
長
の
実
現
の
た
め
の
政
府
・
日
本
銀
行
の
政
策
連
携
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
「
物
価
安
定
の
目
標
を
消
費
者
物
価
の
前

年
比
上
昇
率
で
二
％
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
銀
行
は
、
「
持
続
可
能
な
物
価
の
安
定
と
整
合
的
な
物
価
上
昇
率
が
高
ま

っ
て
い
く
」
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

現
状
は
、
消
費
者
物
価
指
数
は
前
年
同
月
比
で
三
・
〇
％
の
上
昇
（
二
〇
二
二
年
八
月
）
で
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
低
い
水
準

で
あ
る
も
の
の
、
物
価
安
定
の
目
標
の
二
％
を
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
五
ケ
月
連
続
で
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
内
企
業
物

価
指
数
は
前
年
同
月
比
で
九
・
〇
％
の
上
昇
（
二
〇
二
二
年
八
月
）
と
欧
米
諸
国
並
み
の
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
現
状
は
、
政
府
・
日
本
銀
行
の
共
同
声
明
が
公
表
さ
れ
た
十
年
前
と
は
大
き
く
異
な
る
。 

 

一
方
で
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
令
和
四
年
十
月
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
料
品
、
耐
久
財
な
ど
の
価
格
上
昇
に
よ
り
、
本
年
末
に
か
け
て
上
昇
率
を
高
め
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
背
景
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
主
と
し
て
国
際
商
品
市
況
や
為
替
円
安
の
影
響
に
よ
っ
て
輸
入
品
価
格
が
上
昇
し

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
お
り
ま
す
。
年
明
け
以
降
は
、
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
要
因
の
押
し
上
げ
寄
与
が
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減
衰
す
る
こ
と
で
、
物
価
上
昇
率
の
プ
ラ
ス
幅
は
縮
小
し
て
い
く
た
め
、
来
年
度
以
降
の
消
費
者
物
価
は
二
％
を
下
回
る
水
準

ま
で
低
下
し
て
い
く
と
予
想
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
、
現
在
の
消
費
者
物
価
の
上
昇
は
一
時
的
な
も
の
と
の
認
識
を
示

し
た
。
ま
た
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
「
経
済
を
支
え
、
賃
金
の
上
昇
を
伴
う
形
で
物
価
安
定
の
目
標
を
持
続
的
、

安
定
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
金
融
緩
和
を
継
続
す
る
こ
と
は
適
当
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
の
円
安
と
物
価
上
昇
は
企
業
経
営
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
あ
る
と
の
調
査
結
果
（
日
本
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
（
早
期
景
気
観
測
）
調
査
結
果
（
二
〇
二
二
年
四
月
）
）
が
あ
る
と
こ
ろ
、
以
下
、
質
問
す
る
。
な
お
、
質
問
中
の
物
価
上

昇
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
同
月
比
と
す
る
。 

一 

消
費
者
物
価
指
数
の
前
年
同
月
比
で
の
上
昇
率
は
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
五
ケ
月
連
続
で
二
％
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ
、

政
府
・
日
本
銀
行
の
共
同
声
明
の
物
価
安
定
の
目
標
で
あ
る
「
消
費
者
物
価
の
前
年
比
上
昇
率
で
二
％
」
は
達
成
で
き
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
認
識
如
何
。 

二 

海
外
か
ら
の
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
要
因
を
示
す
輸
入
物
価
指
数
は
令
和
三
年
五
月
以
降
二
十
％
を
超
え
る
上
昇
率
（
前
年
同

月
比
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
令
和
四
年
四
月
以
降
四
十
％
を
超
え
る
上
昇
率
（
前
年
同
月
比
）
で
あ
る
。
輸
入
物
価
指
数
の
内

訳
と
し
て
、
契
約
通
貨
ベ
ー
ス
で
は
令
和
三
年
五
月
か
ら
二
十
％
を
超
え
る
上
昇
率
が
続
い
て
お
り
、
円
安
要
因
に
よ
る
上
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昇
率
は
令
和
四
年
六
月
以
降
二
十
％
を
超
え
て
い
る
。
輸
入
物
価
の
上
昇
は
昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に
円
安
傾
向
は

今
な
お
続
い
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
の
答
弁
に
あ
る
「
来
年
度
以
降
の
消
費
者
物
価
は

二
％
を
下
回
る
水
準
ま
で
低
下
し
て
い
く
と
予
想
」
は
、
楽
観
的
過
ぎ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

欧
米
諸
国
の
生
産
者
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
を
比
較
す
る
と
、
二
～
三
ケ
月
の
遅
れ
が
あ
る
も
の
の
消
費
者
物
価

指
数
は
生
産
者
物
価
指
数
の
上
昇
に
追
随
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
生
産
者
が
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
価
格
転
嫁

す
る
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
我
が
国
の
企
業
物
価
指
数
の
上
昇
率
は
約
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
消
費
者
物
価
指
数

の
上
昇
率
の
約
三
％
の
約
三
倍
と
大
き
く
上
回
り
、
企
業
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
率
が
大
き
く
乖
離
し
て
い

る
現
状
は
、
「
整
合
的
な
物
価
上
昇
」
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

我
が
国
に
お
い
て
は
、
現
状
は
企
業
物
価
指
数
の
上
昇
が
消
費
者
物
価
の
上
昇
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
徐
々

に
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
の
価
格
転
嫁
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
の
企
業
物
価
の
上
昇
で
消
費
者
へ
の
価
格
転
嫁
が
遅

れ
て
い
る
積
み
残
し
部
分
を
含
め
て
価
格
転
嫁
が
進
む
と
す
る
と
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
傾
向
は
長
く
続
く
と
考
え
ら
れ
、

日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
の
答
弁
に
あ
る
「
来
年
度
以
降
の
消
費
者
物
価
は
二
％
を
下
回
る
水
準
ま
で
低
下
し
て
い
く
と

予
想
」
は
、
楽
観
的
過
ぎ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 
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五 

企
業
物
価
の
上
昇
分
を
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
の
価
格
転
嫁
が
進
ま
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
生
産
者
が
生
産
コ
ス
ト
の
増

額
分
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
企
業
の
収
益
が
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
企
業
収
益
の
悪
化
は
、
賃
金
の
引
き
下
げ
要

因
と
な
り
、
賃
金
上
昇
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
銀
行
の
黒
田
東
彦
総
裁
は
、
「
賃
金
の
上
昇
を
伴
う
形
で
物

価
安
定
の
目
標
を
持
続
的
、
安
定
的
に
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
現
下
の
物
価
上
昇
は
賃
金
の
引
き

下
げ
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


